
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 理科 かけはし③ こたえ 名前

気象の計算 ステップ3 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「気象の計算」

1 雲ができる高さ 標準

空気のかたまりは、のぼるにつれて、100mにつき1℃ずつ気温が下がります。気温がろ点まで下がっ

た高さで、雲ができはじめます(ろ点は変わらないものとします)。

気温(℃) 5 10 15 20 25

ほう和水じょう気量(g/m³) 6.8 9.4 12.8 17.3 23.1

(1) 地上の気温が20℃で、空気1m³に12.8gの水じょう気がふくまれている空気があります。表

で12.8gになる温度は 15  ℃なので、ろ点は 15  ℃です。

(2) 気温は、20℃から 15  ℃まで、 5  ℃下がります。100mで1℃下がるので、 500  mの

高さで雲ができはじめます。

(3) 地上の気温が25℃で、空気1m³に9.4gの水じょう気がふくまれている空気がのぼると、何m

の高さで雲ができはじめますか。

ヒント まずろ点を表から読み、気温が何℃下がるかを考えます。

9.4gのろ点は10℃　25 − 10 = 15(℃)　15 × 100 = 1500　答え 1500 m

2 山をこえる空気 発展

地上の気温20℃、ろ点15℃の空気が、山のふもと(高さ0m)から高さ1500mの山ちょうまでのぼ

り、反対がわのふもとにふきおりました。のぼるとき、気温は雲ができるまでは100mで1℃、雲ができ

てからは100mで0.5℃下がります(ろ点は変わらないものとします)。ふきおりる空気は、雲が消えて

いて、100mで1℃上がります。

(4) 雲ができるのは、高さ 500  mです。ここから山ちょうまでは 1500 − 500  ＝

1000  mのぼります。

(5) 雲ができてからは100mで0.5℃下がるので、 1000  mでは 5  ℃下がります。山ちょう

の気温は 15 − 5  ＝ 10  ℃です。

(6) 反対がわのふもとにふきおりたときの気温は、何℃ですか。

ヒント 山ちょうの気温に、ふきおりるあいだに上がる温度をたします。

1500mで 1500 ÷ 100 × 1 = 15(℃)上がる　10 + 15 = 25　答え 25 ℃
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